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平
成
24
年
第
４
回
稲
敷
市
議
会
最
終
日
の
12

月
14
日
本
会
議
に
お
い
て
、
長
坂
議
長
・
高
野

副
議
長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
辞
職
が
許

可
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
が
執
行
さ

れ
、
議
長
に
黒
田
正
議
員
が
当
選
し
第
六
代
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
議
長
の
議

事
進
行
の
も
と
で
副
議
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
浅

野
信
行
議
員
が
同
じ
く
第
六
代
副
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
各
常
任

委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
等
の
選
任
、

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
な
ど
の
議

会
構
成
に
係
わ
る
各
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
、
任

期
後
半
に
向
け
て
の
議
会
体
制
が
決
定
し
、
新
体

制
で
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

● 

議
長
選
挙

　
　

黒　

田　
　
　

正 

議
員 

当
選

　

● 

副
議
長
選
挙

　
　

浅　

野　

信　

行 

議
員 

当
選

　

そ
の
他
の
議
会
構
成
等
に
関
す
る
決
定
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

任
期
後
半
に
向
け
新
体

任
期
後
半
に
向
け
新
体
制
・
制
・
議
会
構
成
を
決
定
！

議
会
構
成
を
決
定
！

議　長　黒 田　 正

進
や
教
育
・
福
祉
の
充
実
、
各

種
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
推
進
に

よ
る
「
住
み
や
す
い
ま
ち
・
住

み
た
い
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け

て
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

十
分
に
再
認
識
し
、
執
行
機
関

と
の
真
摯
な
議
論
に
よ
り
有
効

な
政
策
を
推
進
し
つ
つ
、
諸
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
議
会
活
動
に
対
す
る
一
層

の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
当
市
で
は

東
日
本
大
震
災
に
よ

る
甚
大
な
被
害
か
ら

の
復
興
に
向
け
、
全

市
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
議
会
と
致
し

ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

平
穏
・
安
全
な
生
活
が
一
日
も

早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
執
行

部
と
の
連
携
の
も
と
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
長
期
に
わ

た
る
景
気
低
迷
が
続
き
、
雇
用

問
題
・
社
会
保
障
問
題
等
へ
の

懸
念
も
大
き
く
、
国
や
地
方
自

治
体
で
は
そ
れ
に
伴
う
税
収
減

が
行
政
運
営
を
圧
迫
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
市
の

将
来
を
見
据
え
た
企
業
誘
致
推

　

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
稲
敷
市
議
会
第
六
代
の
議

長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で

あ
る
と
と
も
に
職
責
の
重
さ
を

痛
感
し
、
そ
の
責
務
完
遂
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
望
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

副議長　浅 野 信 行

就
任
の
ご
挨
拶
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　　○常任委員会委員
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務教育常任委員会
（8名）

根本光治 山本彰治 堀口正良　坂本　源　篠崎力夫　柳町政広
高野貴世志　岡沢亮一

所管する
部 署 課

市長公室（秘書広聴課　政策審議室　企画課）
総務部（総務課　財政課　管財課　各総合窓口課）
会計課　監査委員事務局　議会事務局
教育委員会（教育学務課　指導室　生涯学習課　各給食センター　各公民館
　　　　　　各運動公園　あずま生涯学習センター　図書館　歴史民俗資料館）

市民福祉常任委員会
（7名）

松戸千秋 長坂太郎 山口清吉　遠藤一行　黒田　正　山下恭一　浅野信行

所管する
部 署 課

市民生活部（市民課　税務課　納税課　保険課　生活環境課
　　　　　　放射線対策室）
保健福祉部（社会福祉課　保護室　人権推進室　高齢福祉課
　　　　　　児童福祉課　いこいのプラザ　認定こども園　桜川保育所
　　　　　　子育て支援センター　健康増進課）

産業建設常任委員会
（7名）

大湖金四郎 篠田純一 根本勝利　根本　保　木内義延　関川初子　伊藤　均

所管する
部 署 課

産業建設部（農政課　商工観光課　建設課　都市計画課）
農業委員会
上下水道部（水道課　下水道課）

　　○その他の委員会委員
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（6名）

高野貴世志 根本光治 山下恭一　木内義延　大湖金四郎　松戸千秋
主な所管業務 市議会運営全般に係る方針や取決め等

議会だより編集委員会
（6名）

根本　保 岡沢亮一 山口清吉　大湖金四郎　根本光治　松戸千秋
主な所管業務 議会だより発行に関する編集業務及び議会広報活動等

　　○一部事務組合等の議会議員
一部事務組合名 選　出　議　員

江戸崎地方衛生土木組合
（6名）

＊長坂太郎　堀口正良　山下恭一　＊坂本　源　＊篠崎力夫　伊藤　均

主な所管業務 ごみ処理施設の設置管理、一般廃棄物の収集運搬業許可、火葬場及び
斎場（聖苑香澄）の管理運営、公共的土木事業に関する事務

稲敷地方広域
市町村圏事務組合

（4名）

＊遠藤一行　柳町政広　関川初子　岡沢亮一

主な所管業務 広域市町村圏計画の策定、広域消防、養護老人ホーム（松風園）の管理運営、
職員の共同研修

龍ヶ崎地方衛生組合
（4名）

山口清吉　＊木内義延　山本彰治　篠田純一
主な所管業務 し尿処理に関する事務

茨城県後期高齢者医療広域連合
（1名）

長坂太郎
主な所管業務 後期高齢者医療制度に関する事務

　　○監査委員
議会選出監査委員 堀口正良

※「一部事務組合等の議会議員」の内、＊印の付された者が今回新たに就任した議員。

議 会 の 構 成
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　平成２４年第４回稲敷市議会定例会が１２月４日から１４日までの１１日
間にわたり開かれました。
　開会日には市長より、専決処分２件、条例の制定５件・改正４件、各会
計補正予算案７件、損害賠償額の決定・和解案件１件、道路の認定・変
更２件の他、人事諮問案件１件を含めた合計２２案件が上程され、請願２
件の上程・付託後、諮問案件が採決されました。
　最終日には、各常任委員長からの審査経過と結果に係る報告の後、前定
例会からの継続審査を含む請願案件３件について、閉会中の継続審査の申
し出があり継続審査を決定しました。
　議案の決議後、議長並びに副議長より辞職願が提出され、選挙執行の結
果、新議長・新副議長が決定しました。さらに、各委員会委員の任期満了
により新たな議会構成が決定されました。
　最後に市長より、追加の人事案件１件の上程があり可決されました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

１２月　４日（火）開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（２２案件）。
請願２件を常任委員会へ付託。
諮問案件１件が採決される。
（１２月５日は議案調査のため休会）

１２月　６日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
１２月　７日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【３名】

審査のため各常任委員会へ議案２１件を付託する。
１２月１０日（月）

  常任委員会による付託議案審査
【市民福祉常任委員会】
【産業建設常任委員会】
【総務教育常任委員会】

１２月１１日（火）
１２月１２日（水）

（１２月１３日は今定例会の議事整理のため休会）
１２月１４日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受け、議案２１

件に対する討論、採決及び閉会中の継続審査（請願３件）並
びに追加議案１件に対して採決を行う。
閉会
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平成平成２２４年 第４回 ４年 第４回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

稲敷市立学校設置条例を改正稲敷市立学校設置条例を改正

学校統廃合を推進（新東小学校廃校、あずま東小学校へ統合）

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

議案第90号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成 24 年度稲敷市一般会
計補正予算 (第 4号 )）

霞ヶ浦北浦海区漁業調整委員会委員補欠
選挙執行に必要な費用の補正

総務教育
原案承認
（21：0）

議案第91号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（平成 24 年度稲敷市一般会
計補正予算 (第 5号 )）

衆議院議員総選挙の執行に必要な費用の
補正

総務教育
原案承認
（21：0）

議案第92号
稲敷市一般職の職員で非常勤のも
のの報酬及び費用弁償に関する条
例の制定について

地方公務員一般職の非常勤職員と臨時職
員の区分を明確化し，新たに報酬及び費用
弁償の規定を設けるもの

総務教育
原案可決
（21：0）

議案第93号
稲敷市指定地域密着型サービスの
事業の人員，設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について

介護保険法の改正に伴い，指定地域密着
型サービス等の人員・設備及び運営，入
所定員・事業申請者に係る基準等につい
て，市が条例で定めるもの

市民福祉
原案可決
（21：0）

議案第94号

稲敷市指定地域密着型介護予防
サービスの事業の人員，設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の制定について

市民福祉
原案可決
（21：0）

議案第95号

稲敷市指定地域密着型サービス事
業者及び指定地域密着型介護予防
サービス事業者の指定に関する基
準を定める条例の制定について

市民福祉
原案可決
（21：0）

議案第96号
稲敷市水道法施行条例の制定につ
いて

水道法の改正に伴い，布設工事監督者の
行う工事や布設工事監督者・水道技術管
理者の資格を条例で定めるもの

産業建設
原案可決
（21：0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

議案第97号
稲敷市職員の勤務時間 , 休暇等に
関する条例の一部改正について

市職員の年次休暇及び組合休暇を，暦年
付与から年度付与に改めるもの

総務教育
原案可決
（21：0）

議案第98号
稲敷市証人等の実費弁償に関する
条例の一部改正について

地方自治法の改正により可能となった，
議会公聴会や参考人制度に伴う実費弁償
規定を改めるもの

総務教育
原案可決
（21：0）

議案第99号
稲敷市立学校設置条例の一部改正
について

H25.4.1より新東小学校を稲敷市立あずま
東小学校に統合するもの

総務教育
原案可決
（21：0）

議案第100号
稲敷市下水道条例の一部改正につ
いて

下水道法の改正に伴い，管路施設等排水
施設及び処理施設の構造基準，終末処理
場の維持管理方法を条例で定めるもの

産業建設
原案可決
（21：0）

議案第101号
平成 24 年度稲敷市一般会計補正
予算（第6号）

生活扶助関係費や県営土地改良事業費等
を主とする増額補正により，予算総額を
210億 8145万 6千円とする

各常任委員会
原案可決
（21：0）

議案第102号
平成 24 年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第2号）

予算総額を59億 4527万 9千円とする 市民福祉
原案可決
（21：0）

議案第103号
平成 24 年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第2号）

予算総額を19億 7453万 4千円とする 産業建設
原案可決
（21：0）

議案第104号
平成 24 年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第2号）

予算総額を31億 4027万 6千円とする 市民福祉
原案可決
（21：0）

議案第105号
平成 24 年度稲敷市浮島財産区特
別会計補正予算（第1号）

予算総額を439万 3千円とする 総務教育
原案可決
（21：0）

議案第106号
平成 24 年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第1号）

予算総額を8億 3238万 5千円とする 市民福祉
原案可決
（21：0）

議案第107号
平成 24 年度稲敷市水道事業会計
補正予算（第2号）

収益的収入・支出の予算額を 9億 5598
万 6千円とする

産業建設
原案可決
（21：0）

議案第108号
損害賠償額の決定及び和解につい
て

震災瓦れき処理用のリース重機盗難に係
る損害賠償額と和解について，議決を求
めるもの

市民福祉
原案可決
（21：0）

議案第109号 市道路線の認定について
県から土地改良財産として譲与された道
路を認定：6路線

産業建設
原案可決
（21：0）

議案第110号 市道路線の変更について
県から土地改良財産として譲与された道
路を含め終点を変更：1路線

産業建設
原案可決
（21：0）

諮問第 ４ 号
人権擁護委員候補者の推薦につい
て

人権擁護委員の推薦
　柴　崎　　幸田勝夫　氏　（再任）

―
原案同意
（21：0）

議案第111号
稲敷市，稲敷郡町村及び一部事務
組合公平委員会委員の選任につい
て

公平委員会委員の選任
　美浦村大谷　野口亮仁　氏

―
原案同意
（21：0）
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請 願 の 審 議 結 果
受付日 件　　　名

提　出　者
住所・氏名

付託委員会
審議結果
（賛成：反対）

請願第 1 号
（H24.8.24）

東海第二原発の再稼働に
反対する意見書の提出を
求める請願書

東茨城郡茨城町
農民運動茨城県連合会
会長　岡 野　　 忠

市民福祉
継続審査
（19： 2）

請願第 2 号
（H24.8.27）

東海第二原発の廃炉に向
け意見書提出を求める請
願

稲敷市
稲敷平和の会
事務局長　渋 谷　俊 昭
　　　　　　　　　他 219 名

市民福祉
継続審査
（19： 2）

請 願 第 3 号
（H24.11.22）

東海第二原子力発電所の
再稼働中止を求める請願
書

稲敷市
放射能汚染から子どもたちの
未来を守る稲敷の会
会長　椎 野　　 隆

市民福祉
継続審査
（19： 2）

請願第 4 号
（H24.11.22）

教育予算の拡充を求める
請願

水戸市
茨城県教職員組合
髙 野　冨二男　　 他 139 名

総務教育
不 採 択
（ 4：17）

議案番号 件　　　名 結　　果

選 挙 第 １ 号 議長選挙 当　　選

選 挙 第 ２ 号 副議長選挙 当　　選

常任委員会委員の選任について 選　　任

常任委員会正副委員長の互選について 報　　告

議会運営委員会委員の選任について 選　　任

議会運営委員会正副委員長の互選について 報　　告

議会だより編集委員会委員の選任について 選　　任

議会だより編集委員会正副委員長の互選について 報　　告

選 挙 第 ３ 号 江戸崎地方衛生土木組合議会議員の補欠選挙について 当　　選

選 挙 第 ４ 号 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会議員の補欠選挙について 当　　選

選 挙 第 ５ 号 龍ヶ崎地方衛生組合議会議員の補欠選挙について 当　　選

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決には加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

議 会 構 成 の た め の 選 挙 等



第
４
回
定
例
会
に
は
、
９
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

男女共同参画推進状況は
田口市長  女性が参画できる

環境づくりを目指す

平成 19年に策定された男女共同参画計画及
び男女共同参画推進条例の制定から 5年が

経過したが、その間の市民への意識啓発や政策決定
過程への女性登用の取り組み状況、ドメスティック
バイオレンスやセクシャルハラスメントの防止対策
及び被害者支援等への対応等はどうなっているのか。また、後期の男女共同参
画計画の取り組みの方向性を伺いたい。

男女共同参画社会の実現に向けて、市民団体主催のハーモニーフォーラ

ムや講演会、男の料理教室など意識啓発活動を行ってきました。第 2次

男女共同参画計画策定に当たっては、女性への暴力根絶施策の重点化、男性や

子供にとっての男女共同参画、地域防災における男女共同参画社会の実現に取

り組むこととしています。震災の影響で見直し作業が遅れましたが、庁内各課

から性別・年齢・地域の異なる 12 名の職員からなるワーキングチームを設置

し策定に着手したところです。

　意識改革につながる息の長い啓蒙活動を展開し、行政として女性が参画でき

る環境を作っていかなければならないと思っています。

外部講師による講演会等の開催では、広報紙や回覧等で周知の上、参加

者に配慮した託児所の設置を継続しています。市の審議会の女性委員

の割合は 18 年 14.6％ (31 名／ 213 名 )、24 年 11.8％ (35 名／ 296 名 ) ですが、

女性の割合が減っているのは新たな審議会が設置されているためです。ドメス

ティックバイオレンスについては市・県の婦人相談所・警察との連携で対応し

ており、相談件数は 23年度までの 5年間で 18 件です。

市民への啓発として、広報紙やホームページにコーナーを設けたり、講
演会を年１回から連続講座に変更したり、４地区巡回開催等への工夫を

図る考えはないのか。女性委員の登用に関しては、総合計画で 28年度までに
30％の登用目標を掲げているが変更の考えはあるか。
　第２次計画策定が遅れているが策定時期はいつになるのか。また年 1回の検
証・公表を行うこととなっているが、それはいつを予定しているのか。

広報紙・ホームページでの啓発は、わかりやすい特集や長期掲載を行い、

講座・研修は年に何度か実施していきたいと考えています。女性委員の

30％登用目標は変更することなく、目標に近づけていけるよう努めていきます。

　第 2次計画は、3月までに作成し、検証については審議会での結果を 3月頃

までに公表していきます。

松戸

室長

市長

松 戸 千 秋
議　員

室長

松戸
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市
政
を
問
う

稲
敷
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で

は
、
本
市
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
総

合
的
な
指
針
を
稲
敷
市
教
育
振
興
基
本
計
画

に
位
置
づ
け
、
幼
児
教
育
の
全
体
の
枠
組
み

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
方
針
を
定
め
、
総
合

的
な
視
点
で
の
幼
児
期
の
教
育
を
推
進
す
る

と
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
桜
川
幼
稚
園
と
桜
川
保

育
所
に
お
い
て
は
、
そ
の
機
能
的
な
施
設
配

置
を
活
か
し
、
ま
た
、
幼
保
の
連
携
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。
桜
川
保
育
所
が
今
の
位
置

に
移
転
さ
れ
た
の
が
平
成
14
年
で
、
そ
の
こ

ろ
か
ら
既
に
、
未
来
の
幼
児
期
の
教
育
の
方

向
性
を
見
据
え
て
い
た
。
施
設
の
新
設
統
合

篠
田 桜

川
地
区
の
認
定
こ
ど
も
園
計
画
推
進
を

田
口
市
長 

実
施
に
向
け
て
慎
重
に
検
討

篠 田 純 一
議　員

以
外
で
、
こ
れ
ほ
ど
幼
保
の
連
携
に
適
し
た

施
設
の
配
置
は
市
内
で
も
ほ
か
に
例
を
見
な

い
。
納
涼
祭
や
運
動
会
の
合
同
開
催
等
、
子

ど
も
た
ち
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
相
互
の
教

職
員
や
保
護
者
同
士
で
も
交
流
を
図
っ
て
い

る
。
保
育
所
に
お
け
る
給
食
室
も
、
一
番
幼

稚
園
に
近
い
場
所
に
配
置
さ
れ
、
現
在
は
、

給
食
用
の
通
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
幼
稚

園
の
耐
震
診
断
で
も
、
改
修
の
必
要
な
し
と

の
結
果
が
出
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
多
少
の

整
備
で
、
施
設
の
ハ
ー
ド
面
は
ク
リ
ア
で
き

る
。
ソ
フ
ト
面
は
機
構
改
革
も
視
野
に
入
れ

た
各
所
管
で
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
が
、
27
年
度

か
ら
本
格
施
行
と
な
る
が
、
市
の
推
進
す
る

幼
保
小
中
連
携
を
さ
ら
に
高
め
、
そ
し
て
さ

ら
な
る
幼
児
期
の
教
育
の
充
実
を
目
指
す
た

め
に
も
、
ま
ず
は
桜
川
保
育
所
と
桜
川
幼
稚

園
を
認
定
こ
ど
も
園
と
す
る
計
画
を
進
め
て

み
て
は
ど
う
か
、
市
長
の
強
い
決
断
が
必
要

と
さ
れ
る
が
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

認
定
こ
ど
も
園
法
の
改
正
に
よ
り
、
内
閣
府
が
所
管
す
る

幼
保
連
携
認
定
こ
ど
も
園
と
い
う
新
た
な
専
門
セ
ク
シ
ョ

ン
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
４
月
よ
り
、
平
成
27

年
度
の
施
行
に
向
け
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
新
た
な
幼
保

認
定
型
認
定
こ
ど
も
園
の
基
本
指
針
を
初
め
、
教
育
課
程
、
保
育

要
領
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
検
討
結

果
を
精
査
し
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

認定こども園化が望まれる桜川保育所
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一
般
質
問

山 口 清 吉
議　員

介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
社

会
的
に
支
え
る
こ
と
を
目
的

に
発
足
し
た
制
度
で
あ
る
が
、
い
ま

だ
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
は
42
万
人
に
も
上
り
、
重
い
介
護

保
険
料
、
利
用
者
負
担
、
深
刻
な
施

設
不
足
、
介
護
職
員
の
人
材
不
足
な

ど
、
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
と
い
う

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

一
、
現
在
、
稲
敷
市
の
特
別
養
護
老

人
の
待
機
者
は
何
人
い
る
の
か
。

二
、
介
護
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

料
金
に
つ
い
て

三
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

待
機
者
を
減
ら
す
方
策
に
つ
い
て

山
口 介

護
保
険
制
度
の
現
状
は

田
口
市
長 
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

待
機
者
解
消
に
取
り
組
む

　

以
上
、
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
稲
敷
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
、
３
事
業
所
あ
り
、

定
員
総
数
は
１
９
０
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
入
所
待
機
者
は
、
入
所
申
し
込
み

者
が
、
平
成
23
年
度
末
で
３
事
業
所
合

計
２
８
６
人
。
こ
の
う
ち
、
稲
敷
市
在

住
の
申
し
込
み
者
は
１
７
５
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

介
護
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
常

時
介
護
が
必
要
で
居
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
が
、
食
事
、
入
浴
、
排
せ

つ
な
ど
、
日
常
生
活
上
の
支
援
や
介
護

及
び
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て
は
、
状
態

が
安
定
し
て
い
る
高
齢
者
が
在
宅
復
帰

を
目
指
し
た
機
能
訓
練
な
ど
の
必
要
な

医
療
、
日
常
生
活
上
の
介
護
な
ど
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
長

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
認

知
症
の
高
齢
者
の
方
が
、
共
同
生
活
住

居
で
、
日
常
生
活
上
の
介
護
や
機
能
訓

練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
在
宅

の
高
齢
者
に
通
っ
て
い
た
だ
き
、
入
浴
、

食
事
等
の
日
常
生
活
上
の
介
護
、
そ
し

て
健
康
状
態
の
確
認
、
機
能
訓
練
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
料
金
で
す
が
、
各
施
設

に
よ
り
設
定
が
若
干
違
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
多

床
室
の
場
合
で
合
計
10
万
３
０
０
０
円
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
場
合
で
合
計
13
万

円
と
な
り
ま
す
。

　

老
人
保
健
施
設
で
は
、
多
床
室
の
場

合
で
合
計
10
万
円
、
個
室
の
場
合
で
合

計
14
万
円
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
場
合

で
合
計
21
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
で
は
合
計
11
万
８
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

　

待
機
者
を
減
ら
す
方
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
50
床

の
増
床
計
画
を
見
込
ん
で
お
り
、
施
設

整
備
計
画
の
中
で
宝
永
館
の
40
床
の
増

床
整
備
計
画
等
、
段
階
的
に
待
機
者
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

公共機関が発注する工事等の低価格入札への対応、工事品質の確保、請負業者や下請け業

者へのしわ寄せ、低賃金、労働条件の悪化対応として公契約条例があるものと認識しています。

　当市では入札制度改革を進めており、最低制限価格を設けて品質確保や下請け業者へのしわ寄せ防止

等に努めています。今後は、当市にとって公契約条例が真に必要であるかの判断をしていきたいと思います。

公契約については、価格中心の判断ではなく中身にも踏み込んで、入札制度改革とは別
の観点に立って取り組んでほしい。また、条例制定までには相当な準備期間が必要であり、

初めの一歩を踏み出してほしいが、その考えはあるのか。

最低賃金を自主的に引き上げようとする公契約条例を制定すると、中小企業の経営を圧迫し雇

用に悪影響を及ぼしかねず、経営基盤の弱い中小企業が応札・受注しにくくなり、地元事業者

の育成に支障をきたすことも懸念されます。全国的な制定状況は10自治体ほどであり、今後、国の

法整備や条例事例等の実態把握に努めていきます。

市長

部長

山本

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
制
度
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。



岡 沢 亮 一
議　員

11 稲敷市議会だより　第31号

市
政
を
問
う

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
機
能
は
、
検
索
、

地
図
、
ゲ
ー
ム
、
動
画
、
そ

し
て
電
子
書
籍
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
ま
で

広
報
や
他
の
媒
体
で
情
報

を
得
て
い
た
人
も
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
経
由
で
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

急
速
に
伸
び
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
結

び
付
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

そ
の
具
体
的
な
活
用
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

活
用
方
策
を
模
索

し
て
い
る
段
階
で

す
が
、
観
光
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
だ
け
で
な
く
、

地
図
情
報
機
能
を
使
う
こ

と
で
、
例
え
ば
公
共
交
通

岡
沢 ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

利
活
用
を
問
う

室
長 
市
民
が
必
要
と
す
る

情
報
提
供
に
努
め
る

の
バ
ス
停
を
表
示
す
る
な

ど
、
最
初
は
身
近
に
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
入
れ

な
が
ら
、
市
民
が
必
要
と

す
る
生
活
情
報
の
提
供
の

充
実
な
ど
、
情
報
機
器
の

普
及
に
伴
う
世
の
中
の
流

れ
に
合
っ
た
対
応
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

急速に普及するスマートホン

室
長

山 本 彰 治
議　員

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の

防
災
ア
プ
リ
で
は
、
地
番

情
報
か
ら
震
災
救
援
所
、
医
療
救

護
所
、
広
域
医
療
施
設
を
探
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
ア
プ
リ
で
あ
れ

ば
、
災
害
発
生
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
で
あ
っ

て
も
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

オ
フ
ラ
イ
ン
で
使
用
で
き
る
。

　

稲
敷
市
で
も
防
災
マ
ッ
プ
の
ア

プ
リ
を
開
発
し
て
、
市
民
に
提
供

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
問
う
。

防
災
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
配
信
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
既
存
の
地
図
情
報
を
活
用

し
た
情
報
の
提
供
な
ど
、
で
き

る
こ
と
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
沢

室
長

公契約導入の方向性は
田口市長  真に必要かを判断

公契約条例についてはまだ馴染みが少なく、注目されながら
も本格的な議論には至っていない。昨今の著しい労働環境

の変化により非正規雇用者が増大し、当市でも職員の１／４以上が
非常勤職員となっている。非正規雇用者の賃金・社会保険や年金・

山本

継続雇用等は、正規雇用者とはかけ離れ社会問題化している。
　公契約条例は、公共事業・サービス等の低落札のしわ寄せが人件費削減につながることを食い止
める他、労働環境を改善し地域経済を活性化させるものである。労働者からの報酬申告を可能とし、
自治体による調査もできる条例の制定は、公共企業によるワーキングプアを生まないために必須の制
度であると考える。19年第4回定例会では当市議会から国に対して、公契約基本法成立を求める意
見書が提出されており、その後は各自治体でも公契約条例が制定されている。
　当市の公契約条例に対する理解はどの程度のものなのか。今後の検討や制定についての考えを問う。
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市独自の条例制定を
田口市長  25 年度に検討機関を設置

江戸崎地区にはバブル期に建築された住宅が多く、そ
の後、空き家や空き地となって周囲の生活環境を悪化

させ、危険な状態となっている事例が数多く見受けられる。
　しかし、市では環境美化条例による指導に留まり、このま
ま放置すれば年々ひどい状態になってしまう。市では同条例
に基づきどのような指導を行ってきたのか。隣接地の草刈り

大湖

大湖 金四郎
議　員

江戸崎体育館前スロープ

や、屋根上の落下危険物を撤去できるような条例が欲しい。専門家を招き、議員と一緒に稲
敷市独自の一歩踏み込んだ条例を作り、問題を解決していくべきと考えるが、執行部の決意
を聞きたい。

20 年実施の住宅・土地統計調査推計では市内空き家は 2570 軒で、空き家・空き地に

関する苦情も多く寄せられています。対応としては環境美化条例により、職員が速や

かに現地確認し写真撮影の上、行政指導をしています。

　今後は空き家問題等に対する条例を制定している市町村を参考に、25年度中に弁護士、警

察・消防関係者、土地取引に詳しい方や議員等による検討機関を設置し、条例制定に向けて

取り組んでいきます。

体
育
館
等
の
公
共
施
設
に

設
置
さ
れ
て
い
る
手
す
り

や
ス
ロ
ー
プ
は
、
使
い
づ
ら
か
っ

た
り
滑
り
や
す
く
、
も
う
少
し
障

が
い
者
へ
の
配
慮
を
求
め
た
い
。

教
育
委
員
会
や
管
財
課
等
の
関
係

部
署
で
協
議
し
、
障
が
い
者
に
や

さ
し
い
公
共
施
設
整
備
を
行
う
べ

き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

公
共
施
設
で
の
障
が
い
者

へ
の
配
慮
等
に
つ
い
て
は
、

建
設
時
の
基
準
に
基
づ
い
て
建
設

を
行
っ
て
お
り
、
一
部
施
設
で
は

そ
の
後
の
改
修
に
よ
り
ス
ロ
ー
プ

や
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
等
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
個
人
ご

と
に
異
な
る
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
状
態
に
合
わ
せ
た
目
線
に
立
っ

て
、
き
め
細
か
い
配
慮
の
も
と
で

改
修
・
施
設
管
理
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
内
に
社
会
教
育
施
設
４
カ
所
、

社
会
体
育
施
設
10
カ
所
が
あ
り
、

当
初
よ
り
障
が
い
者
に
配
慮
し
て
建
設
し
て

い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
指
摘
・
要
望
が
あ

り
、
現
場
を
確
認
し
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
に
は
江
戸
崎
体
育
館
で
、
県
南
地

区
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
玄
関
ス
ロ
ー
プ
改
修
、
手
す

り
の
増
設
改
修
、
男
子
ト
イ
レ
内
へ
の
手
す

り
増
設
等
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
市
民

の
声
を
聞

き
、
利
用

し
や
す
い

安
全
・
安

心
な
施
設

改
善
を
し

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

大
湖 障

が
い
者
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を

田
口
市
長

き
め
細
か
な
配
慮
で
対
応

市
長

教
育
長

市長
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不
審
者
情
報
に
つ
い

て
は
、
４
月
か
ら
10

月
ま
で
に
15
件
あ
り
、
そ
の

う
ち
３
件
は
殴
ら
れ
る
触
ら

れ
る
等
の
実
害
で
あ
り
、
10

月
に
は
5
件
の
不
審
者
情
報

が
あ
る
等
、
市
内
の
子
供
た

ち
の
安
心
安
全
に
と
っ
て
は
、

ま
さ
に
緊
急
事
態
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
10

月
30
日
付
け
で
、
市
長
及
び

教
育
長
宛
て
に
不
審
者
情

報
に
対
す
る
、
す
ぐ
で
き
る

６
項
目
の
要
望
を
提
出
し
た
。

そ
の
後
の
対
応
状
況
を
伺
う
。

根
本 不

審
者
情
報
へ
の
対
応
は

田
口
市
長 

情
報
等
を
速
や
か
に
提
供
す
る

不
審
者
に
関
す
る
市

民
へ
の
情
報
提
供
は
、

市
全
体
で
取
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
緊
急
課
題
で
す
。
最

善
の
情
報
提
供
手
段
に
つ
い
て

研
究
し
速
や
か
に
改
善
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
は
、
教
育
委

員
会
で
一
元
管
理
を
す
る
。
情

報
発
信
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

随
時
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
配
信
に
て
情
報
提
供
し
、
防

犯
連
絡
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
、
市
職
員
へ
の
非
常
事
態

の
注
意
喚
起
、
公
用
車
へ
の
防

根 本 光 治
議　員

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
張

り
紙
等
を
行
う
な

ど
、
寄
せ
ら
れ
る
不

審
者
情
報
を
速
や

か
に
提
供
す
る
こ

と
で
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

震災後の災害検証について、どの様な
検証を行い、どの様な対応をしたのか。

また、検証の結果、緊急事態に対する市の考え
る優先順位とはどの様なものか。

震災後の行政内部の混乱は、指揮命令

が明確に伝達されなかったことに問題

があったと認識しています。これらの点を踏ま

え、災害時の事務を具体的に抽出し、その役割

班を数課で構成した職員初動マニュアルを見直

しました。

　緊急事態の優先順位は、市民の生命財産を守

ることですので、救助を必要とする被災者の把

握に努め、迅速に対処していくことを最優先と

し、次に、避難者の受け入れ場所の確保、最後

に応急復旧への着手と考えています。

市内には消防団79分団1424名の消
防団員が活動しているが、緊急事態の

際に避難場所や災害状況等の情報を集め共有
できるように、各消防車に相互交信が可能な無
線機を配備するべきと思うが、市の考えを伺う。

現在保有している携帯型デジタルトラ

ンシーバー10台と、来年度購入予定の

15台を活用した情報の共有を考えています。ま

た、試行を行い体制や台数を検討していきます。

震災対応の検証は行なわれたか
田口市長  職員初動マニュアルを見直し

根本

市長

市
長

市長

地
域
の
方
が
情
報
を
知

り
得
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
具
体
的
に
は
、
市
内
の

各
事
業
所
へ
の
協
力
依
頼
や
防

災
無
線
の
活
用
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、回
覧
板
等
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
う
が
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

役
所
と
し
て
、
防
犯
に

対
す
る
気
持
ち
が
欠
け

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
の
で
直
し
て
い
き
た

い
。
迅
速
に
的
確
な
情
報
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
改
善

し
て
い
き
た
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
回
覧
板

や
運
行
業
者
へ
の
協
力

依
頼
の
シ
ス
テ
ム
作
り
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
は
、

や
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

室
長

市
長

根
本

根本

公用車での見守り活動を
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開発の進む江戸崎工業団地

今後の重要施策は何か
田口市長  企業誘致及び新庁舎建設の推進

市長のマニフェストを総合的にみると、新規事業より継続
事業が目立ってみえる。当初のマニフェストでは、政策評

価と事務事業の見直しとあるが、財源確保のために具体的に努力し
たのか。また、二期目を目指す市長の今後の行政運営、やらなけれ
ばならない重要施策は何か。さらに重要施策のために、納得いく説
明責任、責任ある行動、誠意ある対応をし、今後の行政運営を担う
べきと思うが、その覚悟はあるのか真意を問う。

黒田

黒 田　 正
議　員

活
力
あ
る
元
気
な
稲
敷
市
を
目
指

す
に
は
、
市
内
の
若
者
を
定
住
さ

せ
働
く
場
所
を
提
供
す
る
企
業
誘
致
は
最

重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

企
業
誘
致
に
対
し
ど
の
様
な
取
組
み
を
し

た
の
か
、
ま
た
、
誘
致
に
反
映
す
る
政
策

黒
田 企

業
誘
致
の
政
策
は

田
口
市
長

市
独
自
の
補
助
制
度
を
創
設

マニフェストのすべてが実行できたわけではありませんが、掲げた施策を推進すべ

く全力で取組んできました。また、財源確保のために様々な資金の活用や入札制度

の改革を行いました。

　市民目線で、市民、議会との対話を重視し、今後の重点施策としては、企業誘致及び新庁

舎建設事業の推進に努めていきたいと考えます。

市長

を
考
え
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
雇
用
促

進
に
協
力
し
て
い
る
地
場
企
業
へ
の
震
災

以
降
の
被
害
状
況
の
調
査
等
の
企
業
訪
問

は
行
っ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

江
戸
崎
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て
は
、
県
企
業
局
が
中
心
と

な
り
進
め
て
き
ま
し
た
。
市
も
独
自
の
立

地
促
進
策
と
し
て
取
得
不
動
産
の
5
％
補

助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

他
の
地
域
よ
り
も
優
位
性
が
評
価
さ
れ
て

お
り
分
譲
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

既
存
立
地
企
業
の
支
援
と
し
て
、
工
場

用
地
の
拡
張
相
談
や
工
場
立
地
法
の
緑
地

率
の
緩
和
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
既
存
の
企
業
へ
の
訪
問
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
企

業
訪
問
を
行
い
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

室
長
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
受
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
大
き
な
転
換
が
課
題
と
な
り
社
会

全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
省
エ
ネ
対
策

と
し
て
公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導

入
は
検
討
す
べ
き
課
題
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
は
、
器
具
が
高
額

な
た
め
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

千
葉
県
茂
原
市
で
は
、
リ
ー
ス
方
式
に

よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
電
気
料
、
修
繕
料
の
削
減
に
な
っ
た
事

例
が
あ
る
。
稲
敷
市
で
も
民
間
資
金
を
活

用
し
た
リ
ー
ス
方
式
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

浅
野 リ

ー
ス
方
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
を

田
口
市
長 

導
入
を
早
急
に
検
討
す
る

平
成
23
年
度
の

防
犯
灯
の
維
持

管
理
費
は
電
気
料
２
５

７
２
万
円
、
修
繕
費
１

３
０
２
万
円
の
合
計
３

８
７
４
万
円
で
す
。
市

内
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
た
場
合
の
試
算
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
１
灯

当
た
り
月
１
０
０
円
削

減
さ
れ
、
年
間
９
１
２

万
円
の
削
減
が
可
能

と
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
早
急
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
進
め
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
課

題
で
あ
っ
た
初
期
投
資

の
費
用
に
つ
い
て
も
議

員
か
ら
意
見
の
あ
っ
た

リ
ー
ス
方
式
を
早
急
に

検
討
し
、
一
番
効
率
的

な
手
法
で
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

浅 野 信 行
議　員

社会保障と税の一体改革の重要な
施策である子ども・子育て３法が

早ければ平成 27 年度本格的に運用され、
国においては平成 25年度 4月に子ども・
子育て会議が設置される。当市においても
子育て家庭のニーズがより一層反映できる
ように、子ども・子育て会議の設置が必要
と考える。市としての地方版子ども・子育
て会議の設置や事業計画の取り組みを伺う。

地方版子ども・子育て会議につい

ては、平成 25 年夏ごろに具体的な

内容が示さ

れ る た め、

それ以降の

設置となり

ます。事業

計画につい

ては子育て

家庭の事情

を踏まえたきめ細やかな子育て支援の充実

など、総合的な支援施策が図れる事業を策

定します。

平成 24年９月の子ども・子育て関
連 3法説明会の中で、認定こども

園の一層の普及促進について説明があり、
客観的な基準、要件を満たす施設は原則認
定するとされた。桜川の保育園、幼稚園の
認定こども園化は、すぐにでも可能ではな
いかと思うが考えを聞きたい。

我々も同じ認識ですが、平成27年

4月に新制度が本格施行されます

ので、そこを目途に完成させたいと考えます。

遅くとも平成 27 年度の実現を目指

します。また、平成 26 年度には、

子育て支援から幼児教育を一元的に行うこ

とのできる新設課の設置を検討します。

子ども子育て支援の取り組みを問う
田口市長  平成 25年夏以降に会議を設置

浅野

市長

市
長

幼保一元化が望まれる桜川幼稚園

教育長

市長

浅野
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委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

第
４
回
定
例
議
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
８
件
及
び
継
続
審
査
中
を
含
む

請
願
３
件
に
関
す
る
、
審
査
概
要
並

び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
93
号
か
ら
第
95
号
ま
で
の

３
議
案
に
つ
い
て
は
、
指
定
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
関
連
の
条
例
制

定
案
件
で
、
関
連
性
が
高
い
た
め
一

括
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
担
当
課
よ

り
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
、

制
定
条
例
の
独
自
基
準
等
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委

員
か
ら
の
質
疑
に
対
し
て
、
市
内
に

は
地
域
密
着
型
３
種
類
６
施
設
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
ま
で
の

間
は
新
規
開
所
予
定
が
な
い
こ
と
等

が
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
１
号
、
一
般
会
計
補

正
予
算
案
件
で
は
、
社
会
福
祉
課
・

保
護
室
所
管
の
審
査
で
生
活
保
護
に

関
係
す
る
質
疑
が
あ
り
、
本
年
４
月

現
在
の
保
護
者
数
は
３
５
９
人
、
12

月
ま
で
の
新
規
申
請
は
64
件
と
い
う

状
況
で
総
数
３
７
０
人
を
見
込
ん
で

い
る
こ
と
や
、
自
家
用
車
保
有
に
対

す
る
対
応
等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
８
号
、
損
害
賠
償
額

の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て
の
案
件

は
、
震
災
瓦
れ
き
処
理
の
た
め
に
借

り
受
け
て
い
た
重
機
の
盗
難
事
故
に

係
る
損
害
賠
償
額
が
１
２
０
万
円
に

決
定
し
和
解
す
る
も
の
で
、
委
員
か

ら
リ
ー
ス
重
機
の
運
転
・
管
理
等
の

責
任
の
所
在
や
、
20
％
と
さ
れ
て
い

る
市
の
免
責
保
証
分
等
に
関
し
て
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

管
理
責
任
は
市
に
あ
り
市
の
免
責
保

証
分
20
％
に
つ
い
て
は
契
約
書
へ
の

記
載
が
な
く
、
事
前
に
そ
の
割
合
を

把
握
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
等
が

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
と
も
審
査
の
結
果
、
全
員

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
前
定
例
会
か
ら
の
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
る
東
海
第
二
原
発
の

再
稼
働
反
対
や
廃
炉
を
求
め
る
請
願

２
件
、
及
び
同
内
容
で
新
た
に
提
出

さ
れ
た
請
願
１
件
に
関
し
て
は
、
賛

成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
政
選

挙
の
最
中
で
国
の
方
針
も
確
定
せ
ず
、

雇
用
や
経
済
へ
の
影
響
、
施
設
周
辺

自
治
体
の
意
向
も
考
慮
す
べ
き
と
の

意
見
に
よ
り
、
請
願
３
件
と
も
賛
成

多
数
に
よ
り
継
続
審
査
と
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
、
議
長
に
対
し
継
続
審

査
申
出
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

大
湖　

金
四
郎　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
議
案
８
件
及
び
請
願
1
件
の
審

査
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

　

議
案
第
90
号
及
び
議
案
第
91
号
の

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
案

件
は
、
霞
ヶ
浦
北
浦
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
の
補
欠
選
挙
、
並
び
に
衆
議

院
議
員
総
選
挙
執
行
の
経
費
。

　

議
案
第
92
号
、
稲
敷
市
一
般
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
は
、

非
常
勤
職
員
と
臨
時
職
員
を
明
確
に

区
分
し
て
、
法
令
の
規
定
に
則
っ
た

任
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
必
要
な
条

例
等
を
整
備
。

　

議
案
第
98
号
、
稲
敷
市
証
人
等
の

実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
は
、
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
引
用
条
項
の
改
正
。

　

議
案
第
99
号
、
稲
敷
市
立
学
校
設

置
条
例
の
一
部
改
正
は
、
25
年
４
月

１
日
に
、
新
東
小
学
校
が
あ
ず
ま
東

小
学
校
と
統
合
し
閉
校
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
、
説
明
後
、
質
疑
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
１
号
、
平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
、
財
政

課
所
管
で
は
、
合
併
特
例
事
業
債
の

減
額
補
正
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
の
増
額
補
正
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
合
併
特

例
債
を
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
へ

組
み
換
え
た
理
由
に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
学
務
課
所

管
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
の
設
定
変
更
、
新
東
小
学
校
閉

校
式
に
係
る
各
種
経
費
等
の
補
正
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
で

き
る
こ
と
か
ら
早
急
に
対
応
を
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
総
務
課
、
管
財
課
、
企

画
課
、
生
涯
学
習
課
所
管
の
江
戸
崎

総
合
運
動
公
園
、
桜
川
総
合
運
動
公

園
の
補
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
５
号
、
浮
島
財
産
区

特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
和
田
公
園

の
松
く
い
虫
防
除
事
業
に
必
要
な
費

用
の
財
源
補
正
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

各
議
案
審
査
の
結
果
、
議
案
８
件

に
つ
い
て
は
全
会
一
致
に
よ
り
原
案

可
決
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
４
号
、
教
育
予
算
の
拡
充

を
求
め
る
請
願
は
、
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

篠
崎　

力
夫　

　

第
４
回
定
例
議
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
７
件
に
関
す
る
、
審
査
概
要
並

び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
96
号
、
稲
敷
市
水
道
法
施

行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
及
び
議

案
第
１
０
０
号
、
稲
敷
市
下
水
道
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、
地

域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
に
よ
り
、
条
例
の
制
定
及

び
一
部
改
正
を
す
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
１
号
、
一
般
会
計
補

正
予
算
の
う
ち
、
農
政
課
所
管
で
は

新
規
事
業
の
青
年
就
農
給
付
金
事
業

補
助
金
３
７
５
万
円
の
補
正
計
上
内

容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
採
択
要

件
が
厳
し
く
申
請
者
全
員
が
、
該
当

す
る
と
は
限
ら
な
い
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
建
設
課
所
管
で
は
、
道

路
新
設
改
良
事
業
費
で
、
平
成
26
年

度
供
用
開
始
予
定
の
（
仮
称
）
江
戸

崎
・
美
浦
統
合
消
防
署
建
設
に
伴
う

稲
敷
・
美
浦
連
絡
道
路
整
備
に
係
る
、

測
量
及
び
概
略
設
計
委
託
費
を
２
６

０
万
円
計
上
し
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
都
市
計
画
課
所
管
で
は
、

市
営
公
園
管
理
費
８
２
１
万
６
千
円

を
増
額
計
上
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
、

松
枯
れ
防
止
剤
樹
幹
注
入
作
業
委
託

費
用
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
使
用

す
る
薬
剤
等
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
３
号
、
平
成
24
年
度

稲
敷
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
第
２
号
で
は
、
下
水
道
課

の
東
庁
舎
か
ら
の
事
務
所
移
転
に
伴

う
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
た
め
の
増
額

補
正
及
び
霞
ヶ
浦
常
南
流
域
下
水
道

の
ポ
ン
プ
場
改
修
工
事
の
た
め
の
負

担
金
並
び
に
東
処
理
区
の
管
渠
敷
設

工
事
費
を
計
上
し
た
旨
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
７
号
、
平
成
24
年
度

稲
敷
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
第

２
号
に
つ
い
て
、
歳
入
で
は
、
福
島

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
賠
償
金

94
万
円
を
増
額
す
る
旨
、
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
歳
出
で
は
、
水
道
料
金

シ
ス
テ
ム
再
構
築
作
業
費
用
５
０
４

万
円
の
増
額
補
正
で
、
シ
ス
テ
ム
の

全
面
入
れ
替
え
費
用
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
９
号
及
び
第
１
１
０

号
で
は
、
市
道
路
線
の
認
定
、
変
更

の
案
件
で
い
づ
れ
も
問
題
な
く
審
査

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
会

一
致
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

（ 表　　紙 ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

◆ 

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て 

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ

れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の
他
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の
事
項

を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願
（
陳
情
）
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出

年
月
日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場

合
に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
1
名

以
上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印

が
必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
1
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て

随
時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日

前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ

の
定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

　

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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研
修
日
：
平
成
24
年
11
月
19
日

研
修
先
：
稲
敷
市
立
あ
ず
ま
東

　
　
　
　

小
学
校

　
　
　
　
行
方
市
立
麻
生
小
学
校
・

　
　
　
　
　
　
　
　
麻
生
中
学
校

　

あ
ず
ま
東
小
学
校
で
は
、
来

年
４
月
か
ら
新
東
小
学
校
を
編

入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
経
過
や
、

交
流
学
習
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
新
東
小
学
校
で
は
、

今
年
度
、
新
入
生
が
い
な
か
っ

た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
あ
ず

ま
東
小
学
校
と
の
学
校
統
合
に

つ
い
て
保
護
者
、
学
校
、
教
育

委
員
会
で
協
議
を
し
、
合
意
が

得
ら
れ
、
現
在
は
統
合
に
向
け

て
準
備
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
当
委

員
か
ら
は
、
制
服
や
校
歌
、
校
章
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
方
市
で
は
稲
敷
市
と
同
様
に
学

校
等
適
正
配
置
計
画
を
策
定
し
統
廃

合
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

行
方
市
で
は
、
平
成
18
年
10
月
に

市
教
育
施
設
適
正
配
置
検
討
委
員
会

へ
「
学
校
施
設
等
の
適
正
配
置
の
基

本
的
な
考
え
方
」
に
つ
い
て
諮
問
、

平
成
20
年
３
月
に
行
方
市
学
校
適
正

配
置
計
画
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を

策
定
、
平
成
21
年
２
月
に
「
学
校
等

適
正
配
置
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、

中
学
校
４
校
を
３
校
に
、
小
学
校
18

校
を
４
校
に
、
幼
稚
園
４
園
を
３
園

に
す
る
計
画
で
、
現
在
は
３
つ
の
小

学
校
を
統
廃
合
し
麻
生
小
学
校
と
し
、

中
学
校
に
お
い
て
も
２
つ
の
中
学
校

を
統
廃
合
し
麻
生
中
学
校
と
し
て
開

校
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
等
適
正
配
置
実

施
計
画
に
取
組
む
た
め
に
、

適
正
配
置
推
進
室
を
設
置

し
、
事
業
を
進
め
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
か
ら
は
、
学

校
統
廃
合
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
市
の
体
制
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
基
準
、

学
校
の
防
災
計
画
、
制
服

に
関
す
る
保
護
者
か
ら
の

要
望
等
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
方
市
で
は
市
長
の
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
執
行
部
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

後
の
本
市
の
学
校
統
廃
合
に
向
け
て
、

大
変
、
参
考
と
な
る
研
修
で
し
た
。

　

最
後
に
、
本
市
に
お
い
て
も
学
校

の
適
正
配
置
に
向
け
て
、
も
っ
と
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
執
行
部
に
要
望
し
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 市民福祉常任委員会
 視察研修報告

研
修
日
：
平
成
24
年
11
月
５
日

〜
６
日

研
修
先
：
長
野
県
茅
野
市

　
　
　
　

埼
玉
県
宮
代
町

　

初
日
は
茅
野
市
役
所
を
訪
問

し
「
福
祉
21
ビ
ー
ナ
ス
プ
ラ
ン

計
画
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
茅
野
市
で
は
、
民
間

活
力
導
入
を
推
進
し
、
行
政
は

側
面
支
援
を
行
う
べ
き
と
の
前

市
長
の
政
治
主
導
の
下
で
、
地

域
医
療
（
在
宅
医
療
）
に
尽
力

し
て
い
た
市
内
中
核
病
院
や
医

師
会
を
中
心
と
し
て
、
商
工
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
現
場

で
活
躍
す
る
人
達
が
連
携
し「
福

祉
21
」
の
組
織
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
祉
21
の
答
申
が
地
域

福
祉
計
画
（
ビ
ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
）
へ
継

承
さ
れ
、
医
療
と
保
健
福
祉
の
一
体
化

実
現
の
中
心
と
し
て
、
24
時
間
体
制

に
よ
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
対
応
と

自
宅
訪
問
体
制
が
確
立
し
た
、
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
４
地
区

ご
と
に
設
置
さ
れ
、
活
発
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
子
育
て
プ
ラ
ン
の
実
現
施

策
と
し
て
、
こ
ど
も
館
や
駅
前
空
き

ビ
ル
利
用
に
よ
る
子
育
て
広
場
、中
・

高
校
生
の
自
主
運
営
に
よ
る
中
・
高

校
生
広
場
等
が
実
現
さ
れ
て
お
り
、

第
２
次
ビ
ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
で
は
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
力
を
注
い

だ
「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
茅
野
市
の
官
民

協
働
・
福
祉
中
心
を
ス
タ
ン
ス
と
し

た
揺
る
ぎ
の
な
い
市
政
運

営
は
大
変
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
久
喜
宮
代
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

生
ご
み
減
容
化
処
理
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
当
シ
ス
テ
ム

は
細
菌
に
よ
る
発
酵
分
解

の
際
の
発
熱
利
用
に
よ
り
、

短
期
間
で
生
ご
み
の
水
分

蒸
発
を
促
し
上
質
な
コ
ン

ポ
ス
ト
を
生
産
す
る
も
の

で
、
大
幅
な
処
理
コ
ス
ト

の
低
減
化
が
実
現
で
き
る

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
本
格
的
な
施
設

稼
働
に
は
、
二
重
扉
・
脱
臭
装
置
設

置
等
の
悪
臭
対
策
や
焼
却
処
分
の
方

が
衛
生
的
で
あ
る
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
行
政
と
し
て
は
民
間
事
業
者
主

体
の
施
設
建
設
・
運
営
に
対
す
る
、

補
助
金
等
に
よ
る
側
面
的
支
援
の
方

法
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

 総務教育常任委員会
 視察研修報告
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 産業建設常任委員会
 視察研修報告

研
修
日
：
平
成
24
年
11
月
５
日

〜
６
日

研
修
先
：
山
梨
県
富
士
吉
田
市

　
　
　
　
東
京
都
墨
田
区
（
行
方

　
　
　
　
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）

　
一
日
目
は
富
士
吉
田
市
の「
道

の
駅　

富
士
吉
田
」
を
訪
問
し

名
物
【
吉
田
の
う
ど
ん
】
を
活

用
し
た
街
お
こ
し
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
富
士
吉
田

市
は
、
標
高
が
高
く
、
土
壌
的

に
も
稲
作
に
適
さ
な
い
環
境
で

あ
る
為
、
麦
作
が
行
わ
れ
、
う

ど
ん
文
化
の
基
盤
と
な
る
粉
食

文
化
が
古
く
か
ら
根
付
い
て
お

り
「
う
ど
ん
」
は
「
ほ
う
と
う
」

と
違
い
貴
重
な
食
物
と
し
て

盆
、
正
月
、
結
婚
式
等
の
晴
れ
の
日

に
食
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
吉
田
の

う
ど
ん
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｂ
級
グ
ル
メ

で
は
な
く
Ａ
級
で
あ
る
と
自
負
し
て

い
る
と
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
吉
田
の
う
ど
ん
を
食
の
観
光

資
源
と
し
て
と
ら
え
、
市
外
か
ら
の

観
光
客
誘
致
を
目
的
の
ひ
と
つ
と
し

て
平
成
12
年
９
月
か
ら
吉
田
の
う
ど

ん
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
吉
田
の
う
ど

ん
マ
ッ
プ
）
累
計
１
５
０
万
部
を
発

行
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
平
成
20
年
に
は
、
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
う
ど
ん
ぶ
り
ち
ゃ
ん
」

を
誕
生
さ
せ
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
以
前
は
、
富

士
吉
田
は
、
河
口
湖
と
山
中
湖
の
間

に
あ
り
通
過
地
で
あ
っ
た
が
、
道
の

駅
で
の
富
士
吉
田
の
観
光
案
内
や
う

ど
ん
マ
ッ
プ
の
配
布
に
よ
り
、
う
ど

ん
を
食
べ
て
い
か
れ
る
方
が
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

市
に
と
っ
て
も
、
地
元
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
街
お

こ
し
に
つ
い
て
大
変
参
考
と

な
る
も
の
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
東
京
都
墨

田
区
に
設
置
さ
れ
た
行
方

市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
行
方
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
に
て
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
施
設
は
、
平
成

24
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

現
在
、東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

駅
前
店
と
か
っ
ぱ
橋
本
通

り
店
の
２
店
舗
を
設
置
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
施
設
は
、
行
方

市
情
報
発
信
施
設
と
し
て
、

農
産
物
等
の
販
売
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
間
交
流
、
産
業
振
興
及
び
雇
用

促
進
を
踏
ま
え
た
情
報
発
信
を
行
う

施
設
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
元
農
協
や
商
工
会
、
企
業
と

の
共
同
運
営
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

大
田
市
場
へ
の
農
産
物
の
売
り
込
み

な
ど
を
行
い
、
中
長
期
的
な
展
望
を

持
ち
行
方
市
の
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
当
市
に

と
っ
て
も
、

独
自
の
Ｐ

Ｒ
戦
略
を

行
う
に
あ

た
っ
て
大

変
参
考
に

な
る
研
修

で
し
た
。

研
修
日
：
平
成
24
年
11
月
12
日

研
修
先
：
東
海
原
子
力
発
電
所

　

当
市
議
会
と
し
て
原
子
力
施

設
に
関
す
る
共
通
理
解
を
深
め

る
た
め
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱

「
東
海
第
二
発
電
所
」
施
設
を

視
察
地
に
選
定
し
、
現
在
の
当

該
施
設
の
現
況
や
災
害
対
応
へ

の
備
え
等
に
つ
い
て
、
議
会
全

体
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
時
の
被
災
に

よ
る
東
京
電
力
㈱
「
福
島
第
一

発
電
所
」
の
爆
発
事
故
発
生
に

伴
い
、
原
発
事
故
に
よ
る
莫
大

な
被
害
や
生
活
へ
の
影
響
を
身

を
も
っ
て
痛
感
し
、
国
民
の
意
識
が

脱
原
発
・
原
発
廃
止
へ
と
向
く
中
で
、

当
市
議
会
に
対
し
て
も
「
東
海
第
二

発
電
所
」
の
稼
働
を
認
め
な
い
こ
と

や
廃
炉
を
求
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
す

る
請
願
等
が
提
出
さ
れ
、
審
査
継
続

中
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
担
当
者
か

ら
の
説
明
や
案
内
に
熱
心
に
聞
入
り

ま
し
た
。

　

当
該
発
電
所
は
、
昭
和
53
年
の
運

転
開
始
以
来
34
年
が
経
過
し
て
い
る

も
の
の
60
年
間
の
運
転
強
度
が
あ

り
、
日
常
的
な
保
守
点
検
の
他
、
13

か
月
ご
と
に
原
子
炉
を
停
止
し
た
定

期
点
検
、
10
年
ご
と
に
定
期
安
全
レ

ビ
ュ
ー
と
し
て
の
再
評
価
が
行
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

大
震
災
後
は
、
福
島
規
模
の
津
波

に
対
応
で
き
る
よ
う
防
護
壁
や
建
屋

主
要
扉
の
水
密
扉
化
が
図

ら
れ
た
他
、
配
管
の
補
強
・

地
上
化
に
よ
る
地
震
対
策
、

複
数
の
電
源
車
や
ポ
ン
プ

車
を
配
備
し
て
冷
却
機
能

確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と

等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
と
な
る
建
屋

の
免
震
設
備
や
水
密
扉
等
、

通
常
で
は
目
に
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
各
施
設
も
確

認
し
、
見
識
の
広
が
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
原
発
施
設
の

一
層
の
安
全
確
保
と
災
害

対
応
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
願
う
と
と
も

に
、
施
設
運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
抱
く
貴
重
な
研

修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議会全体 研修 報告



20稲敷市議会だより　第31号

発
行
‥
稲
敷
市
議
会　

編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

〒
３
０
０-

０
７
９
２ 

稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　

☎
０
２
９
９-

７
８-

３
３
９
０
（
直
通
）

編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

根　

本　
　
　

保

副
委
員
長　
　

岡　

沢　

亮　

一

委　
　

員　
　

山　

口　

清　

吉

委　
　

員　
　

大　

湖　

金
四
郎

委　
　

員　
　

根　

本　

光　

治

委　
　

員　
　

松　

戸　

千　

秋

　

「
春
の
野
の　

す
み
れ
摘
み
に
と

　

こ
し
わ
れ
そ　

野
を
懐
か
し
み　

一
夜
寝
に
け
る
」
早
春
の
息
吹
が
感

じ
ら
れ
る
頃
と
な
り
、
皆
人
は
自
ず

と
野
や
田
畑
に
出
向
く
様
に
な
り
ま

す
。
大
震
災
か
ら
の
復
旧
に
も
一
応
の

目
途
が
つ
き
本
格
的
な
復
興
に
向
け

て
大
き
く
動
き
出
す
時
が
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
か
つ
て
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
全
国

に
五
十
余
基
の
原
発
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
昨
年
三
月
の
福
島
原
発

事
故
以
来
、
殆
ど
の
原
発
が
休
止
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
思
え
ば
日
本
列

島
は
、
環
太
平
洋
火
山
帯
に
属
す
る

地
震
列
島
で
も
あ
り
、
活
断
層
の
存

在
が
各
地
で
確
認
さ
れ
て
以
来
、
こ

れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
大

き
な
転
換
を
迫
ら
れ
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

結
び
に
、
こ
の
転
機
を
の
り
越
え
、

本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
根
本 

保　

記
）

　市議会は、傍聴できます。

　この１２月議会（定例会）では、期間中、の

べ１９人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役

所東庁舎の２階で当日に受付けています。

　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー

にあるテレビで議会中継を傍聴される方も

おります。
☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）

FAX ０２９９―７８―３３９６

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

2 26 日火となります。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は２５席まで

　　 （別途、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事

務局までお問い合わせ下さい。

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

新
・
正
副
議
長
決
定

　

稲
敷
市
議
会
構
成
の
変
更
に
よ
り
、

去
る
平
成
24
年
12
月
27
日
に
開
催
さ
れ

た
第
２
回
組
合
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

議
長
に
稲
敷
市
の
伊
藤
均
議
員
、
同
じ

く
副
議
長
に
篠
崎
力
夫
議
員
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

広
域
組
合
議
会・役
職
者

篠 崎 力 夫

（副議長）

伊 藤　 均

（議長）


